専修大学との半世紀 感謝の意をこめて by 本田 泰治
専修大学との半世紀
感謝の意をこめて
法学部教授　本田泰治
1.はじめに
多くの先輩たちが辿った道を歩いて､とうとうゴールまで来てしまった｡専修大学
にお世話になって47年､約半世紀である｡
私の入職については､社会体育研究所報51号でも触れているが､新制大学発足当
時に一般教養の体育導入の際､相馬学長が陸上競技を通じて親交のあった東京教育大
学の江尻容先生(後に経済学部教授として来校)に相談されたようである｡そのよう
な縁で体育実技に関しては､東京教育大学の体育管理学教室の先生方が非常勤講師で
来校されていた｡山本､小宮両先生も､私同様体育管理学の出身であった｡
私の後任人事には80人近い優秀な方々の応募があったとか-｡ 47年を振り返って
みると私なりに様々な事が思い出される｡思いつくままに書いてみることにする｡
2.人職(昭和35年)当時の体育の概要
(1)保健体育理論
本学社会体育研究所報51号に記載してあるように､保健体育理論の講義は､医師
が担当する保健体育理論のみであったようだ｡その後､山本先生が体育理論を担当さ
れるようになり､前後期1単位ずつを入れ替わる通年2単位となった｡
(2)体育実技
体育実技は学内の体育施設を使用しての実技A､ B､ Cがあり､いずれも通年1単
位で2単位必修であった｡また学内の体育施設不足をカバーするために､学外の商業
施設を利用したり､集中授業(シーズンコース)を開講していた｡
(3)学内定時授業
実技Aは一年次配当科目で､名簿順にクラス編成したもので､一人の担当教員が学
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生と一緒に前後期施設を移動して､基礎運動を指導するものであった｡原則的に屋内
施設と屋外施設(グラウンド)を使用する種目が入れ替わるように配慮され､その施
設を使用して基礎運動を学ばせることが目的であった｡
実技Bは今の履修方式と同様であり種目選択の授業だった｡自分でスポーツ種目を
選択することができるので､授業にも活気があふれていた｡通年科目ということで積
み上げ効果も期待できた｡
実技Cコースは身体に障害を抱える学生対象の授業で､出来るだけ個人の身体状況
に配慮しての軽運動を実施していた｡もちろん保健室との連絡もしっかりとり､個人
に合せた指導がなされていた｡全学にわたる学生対象の授業だけに､時間の設定には
苦慮したようである｡
夏期休暇の後半､スケート等で利用していたホテルやセミナーハウスで､生活指導
も含めた数日間の合宿もしていた｡
(4)学外での商業施設の利用
主に後楽園のアイス､ローラースケート場と向ヶ丘遊園地内のプールの使用であっ
た｡スケート場は一般解放前の早朝､プールは閉館後の利用だったと思う｡
(5)シーズンコース
前述のように､シーズンコースは学内の体育施設をカバーするための苦肉の策から
生まれたものだけに､当初は大学側も一定の理解を示してくれ､コース中の陣中見舞
いや帰校後の学長による慰労会の設定等もあった｡
スキー､スケートはもとより､水泳､キャンプ､自動車コースとバラエティに富ん
だコースが展開されていた｡これらはアイディアマンだった初代体育課長で､体育実
技も担当していた玉野穣先生の発案だと思われるが､それを一つ一つ実施していった
スタッフも立派だったと思う｡少々くどくなるが､モータリゼーションを先取りした
自動車コースは､当時の学生達に人気のコースであった｡また､専任の指導教員のほ
とんどが全日本スキー連盟一級取得者であったスキーコースも充実したものであっ
た｡
徐々に学内の体育施設が整備される過程で､お金のかかるシーズンコース不要論が
でてきた｡我々としては､特定のシーズンしか体験できない授業の重要性を力説しな
がら､蔵王の温泉地で実施していたスキー実習を菅平に移したのもこの頃である｡
しかし､大学側の都合で学外での集中授業の実施を余儀なくされたこともある｡再
履修者の大量の積み残しや､入学手続率の見込み違い等によるもので､白樺湖畔や茨
城の大心苑で集中授業を行った｡
今はシーズンコースについても学外の施設を使用するために我々の活動が､常に衆
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目にさらされており､即大学の評価に繋がりかねない｡今後も学生共々周囲の方々に
好印象を与える活動であってほしい｡
(6)体育会所属学生への指導
今はスポーツ推薦入試で入学した学生や二年次以上で実際の運動部活動をしている
学生に対しては､特別の指導をしている｡体育の導入初期は一般学生と一緒に体育実
技の授業に参加していたらしい｡私が入職した頃は､一週間ぐらいだったと思うが､
紅林先生が体育館で体操の指導をされて単位を認定していたと思う｡
3.私が担当した科目
(1)保健体育理論について
体育の中では保健体育理論科目担当者は､老練な教授が担当するという不文律があ
ったのに従って､常に若手であった私は担当しなくても良く､担当するようになった
のは約20年ぐらい前からである｡
私が担当する以前は､保健理論と体育理論の担当者が分かれていたが､私が担当す
る頃はまだ一人の教員が保健体育理論を通年で担当していた｡それは体育学部構想に
よる人事によって､保健と体育の理論担当者のバランスが崩れ､学部が出来るまでは
便宜的に保健体育理論を担当するという名残の影響であった｡
専門の授業しか担当したことが無かった先生方も大変だったと思われるが､私にとっ
ても広く浅く､しかもあまり興味のない学生に対しての大教室での講義は大変であった｡
しかも一般教養ということで､講義内容の均一化をはかるためにテキストも指定されて
いた｡
現在のカリキュラムのように､半期展開で3科目中(スポーツ科学論､スポーツ文
化論､健康科学論)からの選択になってからは教員の専門性がいかされるようになっ
た｡
私は理論に対してある思いがあった｡約30年前のUCLAで目にしたオフィスア
ワーの光景である｡アポイントメントした学生がノート片手に教授の研究室を訪ねる
様は､あまり日本の大学では見られなかった｡私は理論を担当するようになった今､
自分でもやってみようと思っていたが､前述の状態で実行できなかった｡健康科学論
を担当するようになって多少余裕も出てきたので､ノートによる学生とのディスカッ
ションをしてみようと思った｡今の学生の大部分は､ルーズリーフによって他教科の
ノートと共用しているようだが､私は健康科学論専用のノートを学生に用意してもらった｡
そのノートに日々の講義内容は勿論､それに関連して自ら調べて付加したもの､課題
についてのレポートも記入させた｡それを半期の講義期間中に2回､講義終了後に回
収し､翌週の講義前に返還する方式をとった｡せっかく提出させるので､全部に目を
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通してコメントを記入するのは大変で､一週間は何も出来ずにひたすらノートの確認
に追われた｡人それぞれ勉強のスタイルが違うので､必ずしもノートに頼らない人も
いることだろうから､私のこのような考えに納得してくれた学生に履修してもらった｡
中には要項を見なかったり､ガイダンス授業でのアナウンスを開かずにルール違反を
する学生もいたが､最初はノートをとることも出来なかった学生が､私の講義を中心
に関連の資料を張付けしたりして､立派な復習に役立つノートに仕上がっていく様は
苦労を忘れさせるものであった｡中には半期とはいえ､ノート二冊にも及ぶ健康につ
いての知的財産ともいえるノートも見られるようになった｡しかし､ノートの作成に
力を注ぎすぎたのか､期末テストの成績があまり良くなく､苦笑したこともある｡彼
等に対しては､健康科学論は単なる知識だけでなく､それを実践してこそその価値が
出てくるものであると､自戒をこめて力説した｡
(2)実技について
実技Aについては､施設を移動したために屋内では徒手体操を中心に組体操､簡易
ゲームを行った｡卓球では基本をしっかり指導した｡卓球の場合はゲーム中心になり
がちだが､せっかくこのような機会があるのだから､ラリーが続くように基本を教え
たら､後半のゲームも質の高いものとなった｡
グラウンドではソフトボールを担当した｡とにかく受講者数(80人位のときもあった)
が多かったので､事故の防止に腐心した｡当時は野球全盛の時代であり､誰もがキャッチ
ボール程度はできた｡
しかし､この授業でも基礎的な技術はしっかりおさえ､ゲーム中心になりがちな他
の先生方-の私の気持ちを伝えたくて､社会体育研究所報14号に野球の授業紹介を
記載したので参考にしていただきたい｡学生達によると､ソフトボールの種目になっ
た途端､大声を出して厳しくなったと言っていた｡その甲斐あってか､一人の事故者
も出さずに済んだ事は幸いであった｡
(3)合併授業
実技Aでは､その施設を使っての基礎運動ということで､雨天時は体育館で合同の
合併授業を行っていた｡ラジオ体操の紅林先生の出講されている日は､自らが指導し
て下さったが､それ以外の時は若い我々の出番であった｡不思議なもので､先輩の先
生方の指導法をまねているうちに､いつの間にか一時間ぐらいの体操にゲームを加え
ながら､ 4､ 5回分のバリエーションを持てるようになった｡それは他校に非常勤請
師で行った時も役立った｡紅林先生は晩年に病気でつらそうな時があった｡私は積極
的に合同授業を行ない先生に見ていただいた｡先生は君も大分上手になったねと褒め
て下さり､喜んで下さったことを思い出す｡
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(4)実技B
実技Bでは軟式野球を担当したことは､上記の社会体育研究所報14号で紹介した｡
野球好きで中高での部活経験者が大半で､自分達で積極的に活動してくれたのでレベ
ルの高い授業であった｡私の野球の授業は来た順に用具当番をし､遠投を含むキャッ
チボール､トスバッティング等を準備運動とし､それらが終った段階でゲームに入る
というものであった｡たたでさえゲーム時間のかかる野球のこと､ゲームをやりたい
為に皆必死で準備運動を消化した｡面白かったのは､毎時間のトスバッティングによって､
ミートが上手になり､春先にはかすりもしなかった野球経験者のピッチャーの球を､
秋口には見事に打ち返すようになった｡原則的には､基礎練習ができた段階で､ 4-
6のチームをつくり､固定して場所と相手を替えてのゲームが中心であった｡
雨天時には柔道場で､ストレッチや柔軟体操をしっかりやった後に､ボールやバット
を使っての細かいプレイの練習をさせた｡この授業では､学生達も積極的に取り組み､
これはこの夏の甲子園の決勝のスコアだといって持って来たり､神宮に野球の応援に
行くと寄って集まって､他校の選手のことまで説明してくれることもあった｡私が学
生達に最も影響を与えることが出来た授業かも知れない｡その野球グラウンドが無く
なることは淋しいが､私は良い思い出を残しながら退職するのだなあとここでも思っ
た｡
最近ではゴルフを指導することが多くなった｡ゴルフは一昔前までは庶民には縁の
ないスポーツの代表であったが､現在では一般的なスポーツとして男女を問わず､プ
レイを楽しんでいる｡
学生達が､心身共に成長するこの時期にゴルフの基礎理論や実技を学ぶことは､ゴ
ルフが生涯スポーツとして末長く楽むためにも重要なことである｡
幸い私自身もゴルフが好きで､初めてクラブを手にしたのは約50年前､東京教育
大学部学生のゴルフの授業であった｡当時はゴルフをする人は限られていたが､ゴル
フの草分け的存在のプレイヤーに手解きを受けた｡たまたま私が野球を経験していた
のでボールを打つ事に違和感が無かったので､幾度か師範をさせられた｡
以後は野球のバッティングの指導にゴルフの指導理論を応用できないかと考え､多
くのプロゴルファーの指導を受けた｡
当時､向ヶ丘遊園駅の附近に小さなゴルフ練習場があり､その練習場に当時日本は
おろか､世界に羽ばたく前の若手ゴルファーが､読売カントリークラブから日替りで
レッスンに来ていた｡たまたま私はその練習場の会員だったので､それらのプロ達が
一般のお客さんを指導しない時はレッスンを受けることができた｡
指導してもらう時は体の似た人にしてもらえといわれるが､私の体型に似た杉本プ
ロと､駒津大学野球部出身でまだアシスタントプロであった"長井"というプロとの
相性がよく､たくさん教わった｡面白いことに私のスライスを矯正するのに各プロの
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アドバイスが異なった｡今考えてみると基本的には同じことを言っているのだが､表
現が違うということである｡今このようなプロ達のアドバイスが､学生達-の指導に
役立っている｡
(5)シーズンコース
入職当初は､夏は水泳とキャンプ､冬はスキーとスケートの実習に参加した｡それ
以降は､夏はキャンプ､冬はスキーのみの担当となった｡これは各々が同時期に実施
するためにこのような分担となった｡
夏のキャンプは､内容は登山であった｡小宮先生(後に順天堂大学に転出)ととも
に山岳部員のサポートを得て､長野の山々をキャンプしながら登山した｡
先日私の退職祝いと称して､すでに退職した先輩達が集まってくれた｡彼等は口々
に｢キャンプコースは楽しかった､蝶ケ岳､大滝山からの北アルプスの雄大なパノラ
マには感激して､今も印象に残っている｣とのことだった｡あのような大自然の中で
の生活を学生たちにも是非味わわせてやりたいものだ｡ ｢何とかキャンプコースを復活さ
せたいものだね｣と言っていた｡私の若き日の苦労と楽しかった日々を思い出させる一
夜であった｡残念ながらこのコースも私が長期留学中に担当者不在ということで消滅
してしまったコースである｡
スケートの実習にも一年目に参加した｡スケートも初心者だったので､日光や箱根
の研修にも参加させてもらい､ 3コースぐらいあったコース期間中は､朝から晩まで
滑りまくった｡お陰でハーフのスケート靴だが､スピードはもとより､フィギュアや
ホッケーの真似事までできるようになった｡たった一年だったがスケートの指導にも
自信を持てるようになった｡松村､渡部選手の学生部主催のオリンピック壮行会では､
彼等のエキシビション演技が行われ､その後､一般学生の実技指導するといったプロ
グラムには参加者全員が驚いていた｡
二年目の冬からは蔵王のスキー実習に参加した｡南国育ちの私にとってはスキーも
初級者であったが､幸いなことに学部時代のスキー実習で良い先生にめぐり合い､基
礎をみっちり教わった｡丁度私が学部の3年の時､北海道教育大の今村先生が国内留
学されて､体育管理の部屋に来られていた｡その冬の実習でたまたま私達の初心者班
を担当していただき､楽しい一週間を過ごした｡幸いなことに私達の前年の実習では､
フランス派のスキー理論であり､私達はオーストリー派のスキー導入の初年度という
ことであった｡今村先生はその後NHKの母と子のスキー教室を担当されたが､私は
初心者の時から立派な指導者に手解きを受けたことを嬉しく思う｡その後､文部省
(当時)のスキー研修に行かせてもらったり､実習中はもとより､前泊､居残りして
技術の習得に努力した｡私のこのような取り組みを理解して下さり､尊大だけでなく､
他大学の実習も手伝わせていただいた｡いつの間にか､私が上級者班を担当させても
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らうようになった段階で､スキー連盟のランセンスを取得してみようと思った｡もと
もと怠け者の私は目標を設定することによって､多少なりとも日々努力するだろうと
考えた訳である｡案の定､準指導員の検定試験を受けてみると､講習会育ちの私には
手に負えないものであった｡
しかし､性懲りも無く3､ 4回受験しているうちに､苦手だったスピード種目やゲ
レンデシュプリンゲン(ジャンプ)等も克服できるようになった｡ライセンスを取得
して､指導員研修会に参加してみると､スキー連盟の考え方や指導法をダイレクトに
受けるメリットも有り､興味のある学生に対しての伝達ができた｡
教員生活の後半はほとんど初級班を担当した｡スキーほど短時間で上達を実感する
スポーツは他に無い｡それが未熟であればある程､上達の度合いが大きい訳で､初心
者指導は楽しい｡しかし､初心者への指導はその人のその後のスキー人生に大きな影
響を与えるため責任も大きい｡私も多くの方々によって育てられてきた｡それらの全
てを学生達に伝達しようと体を張って指導した｡もう5､ 6年も前になるだろうか､
育友会の山形会場に行った時のことである｡一人の父兄が懐かしそうに近付いて来た｡
蔵王で私の班で頑張ったとか､娘さんが文学部に入学したので､校友であることから
役員をやらされているとのことであった｡南国育ちの私が北海道や東北出身の学生達
を指導した時期もあり､冷汗ものであった｡
(6)ゴルフコース
学内の定時授業でもゴルフが展開されるようになり､履修者も多くなった｡グラウ
ンドや練習場だけのゴルフだけでなく､早い時期から自然の芝生の中での体験も可能
になった｡
本来は半期定時授業で基礎技術を習得してから､応用としてのシーズンコースがベ
ストと思うが､事前授業での実技と現地入りしてからの練習だけでも､結構ラウンド
出来るものである｡幸い実習をさせてもらっているゴルフ場もショートコースながら
林間コースなので､危険防止にもなり学生達は楽しみながらプレイしていた｡何より
もゴルフ場の関係者が実習に理解を示してくれて､また一般客の方々も学生達の珍プ
レーを大らかに見守ってくれて､いい雰囲気の中で実習を行なっていた｡彼等の生涯
スポーツの中でのゴルフにこの実習がどのように機能するかを見守りたい気がする｡
4.課外との関わりについて
私は体育の教師でありながら､専修大学の課外スポーツとはあまり関わったことが
なかった｡旧制の大学の運動部はoB達の管轄下にあり､特に私が学生時代にやって
いた野球部は､その傾向の最も強いものであった｡当時の尊大野球部は､東都リーグ
はおろか､学生球界の雄であった｡私の所属していた東京教育大は､東都の三部であ
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り､口のはさめる場所ではなかった｡従って私は､後述する東海大学の野球部誕生に
関わり､初代監督(oB達の言)を務めた｡また､母校の東京教育大の野球部監督･
コーチも務めた｡
わずかに課外体育との接点を持ったのは､前述のシーズンコースキャンプの補助員
として山岳部員が手伝ってくれたことである｡彼らとは個人的に40年以上のつき合
いがあるが､ 7､ 8年部長をやらされた事がある｡
また､野球部が伊勢原に移り､準硬式野球部が生田のグランドで練習するようになって
から､監督に頼まれて技術的なアドバイスをした時期もあった｡
同じ課外でも文化連合会傘下の体育系の同好会や愛好会には多数関わった｡主に私
の授業を受けた学生達から､クラブをつくりたいので顧問になってくれとの依頼によ
るものである｡私は常々学生時代はサークル活動をして仲間をつくったり､授業以外
に付加する必要があると考えていたので､出来るだけ受けることにした｡そして軌道
に乗った段階で日頃あまり運動をしない先生方にお願いするという仲介役をした｡い
つの間にか消失したサークルもあるが､サイクリング同好会やテニス､バレーボール
愛好会等のように今も活発に活動しているサークルを見るにつけ嬉しくなる｡
5.その他の学内の仕事
変則的な人事のために､万年若手の私は体育ではあまり関わりを持たなくても良い
立場にあった｡従って学生寮の指導委員や学生部の指導委員をやった｡いつの間にか
一部から二部の学生部に移って､最後は二部学生部長まで二期務めた｡学内的にも石
巻問題がこじれて､学長の交代等混乱の時期であった｡
当時の二部の学生部は少人数のせいもあり､事務課や学生会ともコミュニケーショ
ンがとれていた｡二期目の学生部長を引き受ける段階で､学生部の委員の選考も､学
部推薦による人事として､風通しを良くすることを条件に､若い先生方の協力を得て
引き受けることにした｡
私にとっては公私ともに大変な時期であったが､若い先生方や事務職員の皆様のサ
ポートによって何とか職務を全うできた事を感謝せずにはいられない｡当時若くて､
一緒に汗を流してくださった先生方が､今や大学の重要なポストで活躍されている様
を見るにつけ､つらかったが楽しかった日々を懐かしく思い出す｡
6.学外の仕事
前述のように､私は入職初年度から非常勤講師で他校に出講していた｡一年目は江
戸川の中学だったが､そこには天覧試合もされたという剣道の達人の高野先生がおら
れた｡東京高等師範(後の東京教育大)出身ということもあって可愛がっていただい
たが､その先生に安川先生(商学部教授)が少年時代に剣道を教わっていたとか､ま
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た､その中学の養護の先生が山本先生(経済学部名誉教授)の奥様の知人であった等､
世の中の狭さを感じた｡
二年目からは東海大学に非常勤で出講の傍ら､野球部の誕生に関わって初代監督と
して指導に当たった｡松前学長の意を汲んでの部の創設ではあったが､まさに無から
のスタートであった｡監督一年目は､準硬式野球部からの転向組､付属校からの部活
経験者､応募によって入部した者､未経験者や二部の学生もいるという寄せ集めの集
団で､個人練習が中心であった｡二年目からはチームもまとまり､練習の成果も出て
きて他大学との練習試合も数多くこなした｡付属高校からも優秀な選手が集まるよう
になって､軌道に乗った段階で､明治の島同監督の片腕と言われた岩田監督が来られ
たので､私は手を引いた｡同時に体育学部も創設されたので東海大の非常勤講師もや
めた｡
今や専修大学を凌ぐ大規模大学となり､野球の方も学生球界で大活躍である｡この
ような大学や部に初期とはいえ関われたことは､私の若き日の一ページを飾る出来事
である｡
その後もいくつかの大学に非常勤で出講した｡前述のように私は自分に与えられた
クラスの指導だけに専念していれば良かった｡その姿勢は専任であろうが非常勤であ
ろうが同じである｡従って専任の専修大学よりも兼任校の先輩達に信頼され可愛がら
れた｡
私が長期留学の期間中は､わざわざ代理の非常勤講師まで頼んで待っていてくれた｡
学内でのストレスを非常勤に行くことによって発散していた時期もあった｡私立大学
は非常勤講師の相互交流によって成り立っているといっても過言ではない｡非常勤講
師に出講することによって､様々な情報を得るのに格好の場所でもあった｡今もこの
ような縁で知り合った方々と情報の交換をしつつ､交流を続けている｡
7.留学について
長い専修大学での生活を振り返る際､尊大の三つの留学制度を利用しての留学が私
にとっては一つの目安となる｡　　　　　　　　　　　　　　　　　-
(1) UcLAへの長期留学
まず約30年前､私の入職17､ 8年目にアメリカのカリフォルニア大学ロスアン
ゼルス校(UcLA)への留学である｡ (専修大学社会体育研究所報18号)
初めての海外留学ということで緊張して出発したが､多くの人々の出会いと温かい
サポートによって､家族共々楽しく充実した一年を体験させてもらった｡アメリカは
戦後の日本の大学改革を指導し､新制大学に保健体育の導入に影響を与えた国である
ので､まず一般体育の現状を見てみたいと思った｡また私が学生時代に親しんだ野球
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の発祥の地という事が､アメリカ留学を考えた要因でもあった｡
当初は野球の強いU.S.C (南カリフォルニア大学)を予定しコンタクトを取ってい
たが､途中から連絡が取れなくなり､急速U.C.LAの方にお願いすることになった｡
行ってみた驚いたことに､ UCLAには一般体育なるものは無かった｡アメリカの教育
制度を見習っての一般体育という考えが強かっただけにがっかりした｡
しかし落ち着いてよく周りを見渡すと､その制度は必要ないということに気がつい
た｡スタッフや学生達は自分の健康管理や仲間作りのために週2､ 3回のスポーツは
必要であると感じ､既に彼等のスケジュールには組み込まれていた｡大学の方もスタッフ
や学生達のニーズに対応できるように施設と制度を整備していた｡
運動クラブを管理するアスレティツク･デパートメントとは異なる､レクリエーシ
ョン･アフェアーが様々なプログラムを用意しており､私たち家族もテニスとゴルフ
のインストラクチャル･クラスやテニスコートを予約しての週2､ 3回のプレイを楽
しんだ｡
ある時はスタッフで､またある時は学生と気軽に身分を使い分けられポジションは
居心地のいいものであったが､今は専修でも導入している学生の教員評価等を見るに
つけ､私は日本の教員でよかったと当時は思った｡
(2)中国-の短期留学
当初予定していたのは､ロシアのコーカサス地方やパキスタン､フンザ等の世界の
長寿地方を訪れて､現地で暮らす人々の生活実態に触れてみようと考えた｡その後､
中国で健康に関わる様々な活動を視察し､中医学も研修したいと考えていた｡
私が計画書を提出する段階では､ウクライナ地方へのツアーが実施予定であったが､
直前になって参加者不足ということで中止になってしまった｡困惑しているところに､
栃木の教え子から､中国から最近帰国した方のご主人が中国人の医師という情報が入
ってきた｡早速お訪ねして聞いてみると､中国人であるが旧満州の日本の医大を出ら
れた方であった｡少々がっかりしていると､その方の姪にあたる人が､遼寧省の審陽
(旧満州の奉天)の衛生局に勤務しているので､連絡して下さるとのこと｡待つこと
しばし､受け入れ許可をもらってすぐに､取るものも取りあえず喜んで出発した｡
洛陽滞在予定は一ケ月ということでお願いしておいたところ､日本人はまじめだか
らとりあえず二週間分の綿密スケジュール表を手渡された｡とにかく､庶民の生活に
溶け込んでの貴重な体験をした｡後日､お世話になった許麗君女史が洛陽市救急病院
に移られた事を機に､日本の救急医療の状況を視察したいという依頼を受けて約10
日間日本でお世話した｡ (社会体育研究所報40号)
中国では､まず私が涛陽から上海で家族と合流して､そこを出発点として､杭州､
貴陽､成都､重慶､そして揚子江(長江)下りをして武漢へ移動した後､一度北京に
ー18-
戻った｡それは中国旅行を主に手がけている私の友人の発案によるもので､長い間漢
民族の中で生活しているとストレスが溜まるので､途中で休養することが必要である
とのことであった｡果たせるかな我が家の家族も疲れがピークに達し4､ 5日間､日
系ホテルでの滞在には心身が癒されるのを覚えた｡
また気持ちがリフレッシュしたところで､西安から敦燈､吐魯番､鳥魯木斉等の西
域への旅を続けた｡アメリカに対比する広大な国なので､当然時差はあるのだが､中
国の場合時計は1つで､各々の地域で生活時間が異なるということを体験した｡私達
の旅は最小のツアーとして扱われ､行く先々で運転手と通訳が待ち受けているという
比較的自由時間のある行程であった｡中国各地の公園で繰り広げられている早朝の気
功や太極拳等を見るのが楽しみで見て歩いた｡活動内容も地域によって異なり､夏の
ことだったので上海などは4､ 5時から始まったが､西域では8時頃からやっと始まった｡
私達の午後からの観光は6時以降であった｡
最後の約一ケ月は､北京近くの天津中医学院の宿舎である｢国際中心｣に宿泊して
の中医学の研修であった(社会体育研究所報41号)｡中国には我々が医学と思ってい
る西洋医学と､中国の伝統医学(中医)の医師がいて同等に扱われている｡私は｢国
際中心｣の二階に宿泊して､同じ階の教室で中医学の基礎理論や私の希望で中国語と
気功も教えてもらった｡私の他に既に日本の鋭灸の専門学校を卒業した三人の留学生
と､私の娘も同席することを許されたので､一緒の受講であった｡久しぶりの受講だった
が､若い人達の柔軟な理解力と積極的な学習態度は新鮮に感じた｡ここでも家内は炊
事当番だとこぼしながらも文化商場での買い物や見学を楽しんでいた｡私の当時の学
生証は今も机の引き出しの奥にしまってある｡
(3)国内留学
私の留学の案件が処理される過程で決められた事項ではないかと思われるが､留学
の対象者は帰国後4年以上の在職期間がある人というのが公表された｡真に私はぎり
ぎりのところで国内留学をさせてもらったことになる｡私は当初郷里に近い鹿屋体育
大学にお世話になり､周辺の中高年齢の健康を意識した諸々の活動について調査研究
をするつもりであった｡
しかし､私が受け入れ依頼者として予定していた人が､前年度に関西の大学に異動
してしまった｡そこで急速､九州大学の後輩に依頼したところ､私もこの一年で退職
ですが､一緒にやりましょうと引き受けてくれた｡一年間､九大の健康科学センター
に籍を置かせてもらい､社会体育研究所報51号､ 52号等の調査を行った｡鹿児島
出身だが､九州のことはあまり知らず､人情の厚さや変化に富んだ風景､うまい食物
にも出会った楽しい一年であった｡
また調査には尊大oBや大学･高校の同級生達にもお世話になり､世の中の狭さや
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縁について実感した一年であった｡お世話になった高齢者の方々が､この四年間にほ
とんど亡くなられてしまった｡高齢者にとっての一年の重みを強く感じる｡ご冥福を
お祈りする次第である｡
8.業績について
私の業績一覧を見ると､大別して三つの領域があると思う｡
1つは大学時代､体育管理学を専攻していたので､何かと学生指導に管理統計を生
かそうとして､発育と発達､身体の形態と機能との関係について調査研究したもので
ある｡中でも郷里の近くの小学校にひと夏通い詰め､学籍簿の裏に記載してある個人
の身体計測値を転記して来て､大学の大型電算機で処理してもらったことは忘れるこ
とができない｡せっかくの縦断的資料にも関わらず､横断的処理しかできなかった悔
しさは今も残っている｡しかし､資料を転記する段階で明治時代はcm､ m､ kgの単位
で､大正から昭和の初期は尺貫法で記入されているのを見て､明治時代の西洋に学ぶ
姿勢を垣間見る思いがした｡
2つ目の領域は私が学生時代から関わって､また野球の思いが強く､あれこれと関
連の資料を集めた｡しかし､これもまとめるところまで行かず､今後のありあまる余
暇を使ってまとめてみる事をライフワークにしようと思っている｡
私にとっては､野球だけでなく､学生への実技指導にはまず自分のスキルを高める
ことが大切だと思い､テニス(社会体育研究所報16号)､スキー(社会体育研究所報
9号)等にも工夫して研修した｡
3つ目の領域は､研究所の有志の万々との共同研究が縁で､中高年齢者の健康への
取り組みについて関心を持つようになった｡従って後半はこれ等についての調査報告
が大部分となった｡いささかこじつけになるが､人の一生における発育発達の加齢延
長上にあるのが高齢という｡最近の考え方に合致するものと勝手に解釈することにし
よう｡
9.おわりに
人に歴史ありと言われるが､私のように平々凡々と流されて来た者にとっても､書
き出してみると様々な事が思い出される｡今はただ､良い大学に縁があり､良い仲間
に支えられての半世紀だったと感謝の気持ちでいっぱいである｡
私事であるが､戦後の激動(我々家族は台湾からの引揚者)の苦しい中から､大学
教育の機会を与えてくれた両親のお陰と日々感謝している｡
人は一人では生きられないとも言われるが､私は物事や人に対しても､是々非々で
対処してきた｡基本には学生のためという考えがあったが､中には私のこのような態
度を不遜に感じたり､誤解された事もあったと思う｡最近ではこのような私の一貫し
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た姿勢を理解し応援してくれる人が多くなった｡
生き方を今さら変えることも出来ないので残された日々も私の主義を通していくつ
もりだ｡
専修大学も厳しい時代に突入するが､言い古された言葉であるが､衆知を結集して
この難局を乗り切ってほしいというのが率直な考えだ｡今年は駅伝もシード権を確保
した､野球部も一部復帰を果たした｡これらをバネに諸々の事柄が上昇気運に乗るこ
とを期待してやまない｡専修大学､体育の発展を祈念し､見守っていきたいと思う｡
2007年1月末日
法学部教授　本田泰治
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